
  

１９５０年⾧野県生まれ。國學院大學大学院博士課程修了。 

１９８３年韓国三星綜合研修院主任講師、市立仁川大学校 

客員教授を経て、９８年帰国。翌年拓殖大学国際開発研究所 

教授、２０００年同大学国際開発アジア太平洋学科教授を 

歴任し、２０２１年３月に退官。現在は島根県立大学東海大 

学海洋研究所の客員教授を務める。専攻は日本史。 

第 1～第 5 期島根県竹島問題研究会座⾧。著書に「竹島 VS 独

島」（ワニブックス）他 

～隠岐の島町より～ 

日本海呼称問題は、国際的に「日本海」と呼ばれている海域の呼称を 

韓国が独自の呼称である「東海」へ変更するよう求めている問題であります。 

国（外務省）として日本海は、日本海に対する国際的に確立した唯一の呼称であるとして、日本海の呼称に対

する根拠のない主張に断固反駁するとともに、日本海の単一呼称を引き続き確保していくため、国際社会に対

し、本件問題に対する正しい理解と我が国への支持を求めていくとしています。 

このたび、隠岐の島町では各地域において「日本海の呼称問題」についてご講演されている下條正男先生に 

ご講演をお願いしました。 


